
 11月 11日 

主教マルチン 

Sanctus Martinus Turonensis 
（316～397.11.8） 

～ヨーロッパ初めての聖人～ 

 

＜人名事典などでの別表記：マルティーヌス＞ 

 

 マルチンは殉教せずに列聖された初めての人物です。またヨーロ

ッパで初めての聖人であり、ゴール（ガリア：現在のフランス）の

使徒と呼ばれ、フランスの守護聖人でもあります。 

 彼の父はローマ軍の軍人で、父がサバリア（現在のハンガリー）

に駐在しているときにマルチンは生まれます。その後イタリアに戻

り、パヴィーアで育ちます。 

 15 歳になったマルチンはローマ騎兵となり、ガリアにあるアミ

アンという場所で勤務します。そのアミアンで、ある大雪の日にマ

ルチンはほぼ裸の状態で物乞いをする男を見かけます。多くの人は

見て見ぬふりをしながら通り過ぎていくのですが、マルチンはその

場に立ち止まります。そして何も与えるものを持たなかった彼は、

着ていた軍服のマントを腰の剣を使って真っ二つに裂き、その半分

を物乞いの男に渡しました。道行く人たちは半分だけ残ったマント

をつけたマルチンを笑いましたが、彼は全く相手にしなかったそう

です。そしてその夜、彼は夢でキリストに出合います。そのキリス

トは、半分しかないマントを身につけ、「あの男は私だ」とマルチ

ンに言ったといいます。 

                    

                         「聖マルティヌスの 

                        イコン」 

       

          

                               

                             

その後マルチンは 18 歳の復活祭の夜に洗礼を受け、軍を離れま

す。その後司祭に叙階され、イタリアの各地で隠修士生活を送りま

す。360年ごろにはガリアに行き、ヨーロッパ初の修道院をリギュ

ジェに創設し、多くの弟子たちと共に祈りと労働と布教の日々を過

ごしていきます。 

その彼の名声はトゥールまで届き、町の人たちはマルチンを主教

に選びます。その後もマルチンは主教という立場のままで修道生活

を続けていきます。 

主教になっても彼の施しの心は変わらず、あるミサの前に貧しい

男が訪ねてきたときには自分の祭服を渡してしまい、普段着でミサ

を行ったこともあると伝えられています。 

その後彼は 80 歳で亡くなるまで、いつも徒歩で、また舟や馬で

巡回伝道をおこなっていきました。 

＜特祷＞ 

信ずる者の光、魂の牧者である全能の神よ、あなたは、その言葉に

よってあなたの羊を養い、その模範によって彼らを導くために、し

もべ、主教マルチンを公会の主教に召されました。どうかわたした

ちに恵みを与え、信仰を守り、その生涯に従うことができますよう

に、主イエス・キリストによってお願いいたします。アーメン 


